
道標 

① 牛飼いの村らしく、道が分かれる場所に据えられている馬頭さんに行き先が

刻まれているものもある。背に荷を付け行き交う牛馬の安全を願う馬頭観音

像の道標は、この地方ならではの風景である。丸くなった川石の道しるべも

何故か草むす路傍にあう。 
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旧川鳥郵便局前の道標 
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受原三納原の道標 

左     右 

ハ     ハ 

小  世  東 

奴  話  城 

可  人 

   尼 

   児 

   喜 

   作 

 

 

左    右 

ハ    ハ 

戸    戸 

宇    宇 

た    頭 受 

い    谷 原 

し      三 

ゃ      納 

く  み   原 

   ち   中 



徳雲寺への道標いろいろ 
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菅 沖野宅裏 

八幡駅前 

徳雲寺道標（和田宅裏） 

三草篠原線から徳雲寺へ通じる道路を開拓

した際、道路寄付者が建立。平安の森への

道路拡張の際に移設。 

徳雲寺道標 

徳雲寺まで１３丁とある。 

（１３００メートル） 


